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Ⅴ．特記事項 

 

1．毎週水曜日の「礼拝」の実施 

 キリスト教主義学校として、毎週水曜日に「チャペル礼拝」を行っている。水曜日の

第 2 時限を使ったもので、1 年生必修のキリスト教関連科目と連動している。そのため、

1 年生の出席率が高いことが大きな特徴である。話をするのは本学宗教主任のほか、学

長、本学のクリスチャンの教員、また近隣の教会の牧師などである。聖書の教えについ

ての解き明かしから、現実に起きている問題を聖書の見方ではどう考えるか、また人生

における悩みや困難に際し、聖書はどのような助けになるかなど、多くの話題が提供さ

れる。決して信仰を強制するものではなく、正しい信仰への理解を深めることを大切に

している。学生にとっては、人生について考え、自分自身を見つめる機会となっている。

キリスト教精神に基づく人間教育を実践する大切な時間であり、本学の建学の精神を学

ぶ特別な時間である。 

 

２．あちょぼ  

 大学独自の取組みとして、学生による子育て支援広場「あちょぼ」を開催している。 

 厚生労働省は、少子化や核家族化の進行、地域社会の変化など、子どもや子育てをめ

ぐる環境が大きく変化する中で、家庭や地域における子育て機能の低下や子育て中の保

護者の孤独感、不安感の増大等に対応するため、地域において子育て親子の交流等を促

進する子育て支援拠点の設置を推進することにより、地域の子育て支援機能の充実を図

り、子育ての不安感等を緩和し、子どもの健やかな育ちを支援することを目的として、

都道府県に地域子育て支援拠点事業の実施について通達している。 

これを受け、本学の保育士養成課程では、大学において上述の子育て支援の目的と同

時に、保育者養成課程の学生に求められる就職後の初任者でも保育実践に困らない力を

育む一つの方法としてのアクティブラーニングを目的に、学生による子育て支援広場「あ

ちょぼ」を開催している。令和２（2020）年度以降、コロナウイルス感染拡大の影響に

より、開催を見送っている状況であるが、この５月からは新型コロナウイルスの分類が

５類に移行することから、活動の再開に向けて準備を進めている。 


